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『生まれ変わっても先生になりたい？』
「新採用・若手教職員」向けオンライン学習会

　今年もやります！大好評の学習会。「教員はブラックだ！」「忙しすぎる！」そんな声があふれ
る教育現場。今、「せんせい」というお仕事は「生まれ変わってもせんせいになりたい」と思える
ものでしょうか。ここに高教組の実践家が切り込みます。「希望を持ってせんせいをつづけたい」
そう思ってもらえる学習会を考えています。
　　　　　　　  1⃣高教組の先生による実践トーク
　　　　　　　  2⃣グループ交流会
　　　　　　　  3⃣個別お悩み相談会
   ２０２３．５．２０（土）16:00 – 18:00 (予定)       参加無料　オンライン（zoom）    申込み期限　5/17 (水)

２０２２年度道高教組・道教組の取り組み

３年ぶりの
給与改善

初任層から中堅層までの給与付き額を平均0.23%引き上げボーナスは0.10月引き上げ平均で年間５万円の改善！

国の支援策に基づき、産休代替え教員を前倒しで確保
文科省が１１月に「産・育休代替え教師の安定確保のための加配定数による支援につい
て」を通知し、産休取得予定の教員がいる場合、年度当初からの加配が可能になった。

「先読み加配」の実施

赴任旅費の見直し
[道内赴任旅費]　374,000円 →  561,000円
[道外赴任旅費]　558,000円 →  837,000円

赴任旅費の移転料（引越代）について教員の負担軽減
が図られるよう上限額の1.5倍の範囲内で調整する

増減調整の対象は、引越業者を利用し
た場合の引越し料金のうち、移転料の
支給対象費用に限る

人事異動の赴任旅費などの特例扱い
 1⃣赴任期間 … やむを得ない事情がある場合、原則14日まで延長
 2⃣赴任旅費 … 旧職場と新職場を往復する必要がある場合、計1.5往復分を出張旅費として支給
 3⃣新勤務地でのホテル代 … 引越しを延長する場合、実態に応じて４泊以上も増額調整　など

　そうですね。「この情報はあ

りがたい。まだ何も局は言って

こないから。」なんて管理職に

言われるケースもありますよ

ね。Ｃさん、他に何かないです

か？

       私も先日、印刷室で同僚か

ら「はばたき」いつも楽しみに

していますって声をかけられま

したよ。

    さて、実は今年度から札幌支

部に組合専従を配置できなくな

りました。今後の「はばたき」

は、札幌支部役員が協力して記

事を書き、編集、印刷、発送作

業をし、皆さんのお手元にお届

けすることになります。どう

か、現場の組合員の皆さん、多

忙な中でしょうが、引き続き職

場で配布していただくようお願

いいたします。ここで一句「は

ばたきは届けばすぐに配って

ね。」
　先ほどの話にもありました

が、旬な記事をぎりぎりのタイ

ミングで書き上げ発行する場合

もありますので、現場には届い

たらすぐに配布して頂きたいも

のです。さて、現場で当然なが
ら多忙な仕事を担っている支

部役員にとって「はばたき」

の発行は大変な仕事になりそ

うですね。

　 そうなんです。それは覚悟

してますが、今年は発行を年

４回に減らす予定です。です

ので、余計に届いたらすぐに

配布していただけたらなと

願っています。
      最後にＡさん、お願いしま

す。　当然のことながら、「はば

たき」発行には、用紙代、印

刷代、発送代がかかっていま

す。これらの一部は、皆様か

らのボーナスカンパで賄って

います。どうか読者の皆さん

に改めてお願いですが、夏冬

のボーナスカンパへのご協力

よろしくお願い致します。

　私たち教職員の労働条件の

改善は、子どもたちの教育条

件整備そのものです。「はば

たき」を通して、隣人と教育

談義、政治談議が広がること

を願っています。皆さま、今

後とも「はばたき」をよろし

くお願いいたします。以上で

座談会を終わります。

  

みなさん、新しい一年

が始まりました。この時

期は（だけじゃない⁉）

バタバタと忙しい毎日を

お過ごしのことと思いま

すが、ひと時の清涼剤と

して北海道高教組札幌支

部の発行する伝統ある

（なんと600

号！）、こ

の「はばたき」をお読み

ください。 
   

私的なところからお

話しすると、私自身は３

月をもって退職し、４月

からは心機一転、時間講

師をすることにしまし

た。当初再任用を考えま

したが、私の希望と提示

された赴任地との折り合

いがつきませんでした。

また年老いた父母の支

援、今年３歳と１歳にな

る孫たちの成長も支えた

いと思い、「退職＆時間

講師生活（でも金銭的に

は多分苦しい）」を積極

的に「どうにかなる！」

で過ごすことにしまし

た。

 

コロナ禍も一息つき、本

来の学校生活に戻ろうと

いう昨今、本来って何？
というほど遠い昔に感じ

ます。数年来「学校教

育」でたくさんの機会が

失われたのと同時に、さ

まざまな見直しがありま

した。さあスタートとい

う段階で、以前はどうし

てたっけ？ということ、

ありませんか？ここで、

３つの選択肢です。１つ

めは昔の資料を探して従

前どおりに。２つめは、

コロナ禍以降の現状を基

本踏襲。３つめは、心機

一転まっさらな状態から

考える。……

私は３つめ

をお勧めします。子ども

たちの成長のために何を

大切にするか、一から議

論して「いま」の子ど

も、職員が参加してあら

たな学校を作り始める千

載一遇のチャンスではな

いでしょうか。大変です

が、やってみませんか？

高教組に入れば、さまざ

まな取り組みや議論を、

失敗も含めて全国の仲間

と共有できます。あらた

な学校を一緒につくって

いきましょう。

  
わたしたち北海道高等

学校教職員組合連合会

（北海道高教組）は、１

９４９年に結成された
高校、障害児学校など

で働く教職員の組合で

す。「いい教育をした

い」、「安心して働き

続けたい」その両方を

大切にして、子どもた

ちの豊かな成長のため

に、教研活動や教育条

件改善にとりくんでい

ます。また、働きやす

い職場づくり、労働条

件改善、さらに、平和

憲法を守る運動をすす

めています。権力や政

党からは独立し、思

想・信条の違いを超

え、要求で一致して、

行動する組合です。

　あなたも、「学び、

つながり、行動する北

海道高教組」へ。 
     
      

高教組札幌支部長

               

桑原岳夫
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